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社会学研究科定年退職者略年譜 ● 著作等目録



1２４ 社会学研究科紀要第６３号２００６

青池恒一教授

略年譜・著作等目録

生年月日昭和１７年６月３日

学歴

昭和４１年３月慶雁義塾大学文学部社会学専攻卒業

昭和４３年３月慶雁義塾大学大学院社会学研究科社会学専攻修士課程修了

昭和４６年３月慶膳義塾大学大学院社会学研究科社会学専攻博士課程修了

学位社会学博士（慶雁義塾大学）

専門分野イノベーション普及学，コミュニケーション学，社会心理学

主な職歴

昭和４７年４月慶膳義塾大学文学部助手（昭和５１年３月まで）

昭和５０年２月イリノイ大学(Universityoflllinois)社会学部留学（訪問講師）（昭和５１年

３月まで）

昭和５１年４月慶膳義塾大学文学部助教授（昭和６１年３月まで）

昭和５４年１０月慶雁義塾大学文学部長補佐（昭和５６年９月まで）

昭和６１年４月慶膳義塾大学文学部教授

昭和６２年４月慶膳義塾大学大学院社会学研究科委員

昭和６２年４月杏林大学社会科学部非常勤講師（平成元年３月まで）

昭和６２年１０月慶雁義塾大学大学院社会学研究科委員長補佐（平成３年９月まで）

平成元年４月明治学院大学社会学部非常勤講師（平成２年３月まで）

平成３年４月慶膳義塾大学大学院社会学研究科学習指導委員（平成７年９月まで）

平成４年１０月慶雁義塾女子高等学校校長（兼担）（平成７年１０月まで）

平成７年１０月慶膳義塾大学大学院社会学研究科委員長（平成１３年９月まで）

平成１３年４月立教大学社会学部非常勤講師（平成１６年３月まで）

平成１３年４月日本橋学館大学人文経営学部非常勤講師（平成１７年３月まで）

平成１７年９月８日延世大学(YonseiUniversity)YonseiCommunicationResearchlnstitute

訪問教授（平成１７年９月１５日まで）

平成１８年４月成城大学社会イノベーション学部非常勤講師（平成１９年３月まで）

平成１９年３月３１日慶膳義塾大学文学部教授，大学院社会学研究科委員定年（選択定年）によ

り退職



社会学研究科定年退職者略年譜・著作等目録

学会及び社会における活動等

(学会関係）

昭和６０年４月

昭和６２年４月

昭和６２年６月

昭和６３年１１月

平成元年４月

平成５年６月

平成９年６月

平成１１年４月

平成１１年６月

平成１１年

平成１３年１０月

平成１５年９月

平成１６年４月

(社会的活動）

平成元年１２月

平成２年４月

平成３年

平成４年４月

平成５年

平成５年４月

平成６年４月

平成９年

平成１３年

平成１６年４月

日本社会心理学会監事（昭和６２年３月まで）

日本社会心理学会理事（平成１５年３月まで）

日本マス・コミュニケーション学会編集委員（平成２年５月まで）

産業・組織心理学会理事（平成１３年３月まで）

日本社会心理学会常任理事（平成７年３月まで）

日本マス・コミュニケーション学会理事（平成９年５月まで）

日本マス・コミュニケーション学会編集委員（平成１１年５月まで）

三田社会学会会長（平成１４年３月まで）

日本マス・コミュニケーション学会理事（平成１５年５月まで）

日本社会心理学会第４０回大会委員長

日本社会心理学会平成１３年度総会議長

日本社会心理学会平成１５年度総会議長

三田哲学会会長（平成１８年３月まで）

東京都消費生活対策審議会臨時委員（平成３年１１月まで）

ＦＭ東京番組審議会委員（現在に至る）

平成３．４年度神奈川県教育放送協議会委員・会長

平成４年度東京都消費生活国際フォーラム企画委員会委員・座長

平成５．６年度神奈川県教育放送協議会委員・会長

平成５年度東京都消費生活国際フォーラム企画委員会委員・座長

平成６年度東京都消費生活国際フォーラム企画委員会委員・座長

平成９．１０年度神奈川県教育放送協議会委員・会長

平成１３．１４年度神奈川県教育放送協議会委員・会長

(財)みずほ国際交流奨学財団選考委員（現在に至る）

1２５



1２６ 社会学研究科紀要第６３号２００６

著書

１．社会学の窓 共著１９８４年５月

2．日常生活とコミユニ共著１９８６年７月

ケーション

3.入門社会心理学共著1989年４月

4.要説人間関係論共著２００３年４月

5.新・社会心理学 共編２００３年４月

著

6．現代社会心理学一心共編２００４年４月

理・行動・社会著

学術論文

１．革新的アイデアの普共著1967年３月

及に関する諸命題(2)

2.革新的アイデアの普共著１９６７年１０月

及に関する諸命題(1)

著作等目録

エイデル研究所担当部分コミュニケーションの基本的視点

ｐ､２０～ｐ､２７

著者山岸健，青池'慎一，島崎敬介，平野敏

政，清原慶子，唐津和義

慶膳通信担当部分第四章ニュース(Ｎｅｗｓ)のコ

ミュニケーション・プロセス分析ｐｌ２１～

ｐ､２２６

著者青池慎一，清原慶子，長尾真理，平野

敏政，山岸健

八千代出版担当部分第８章第１節群集行動，第２

節普及と流行，第３節流言，第４節マス・

コミュニケーション，ｐ､１３５～p､１５０

著者三沢謙一，常木瑛生，水野節子，坂西

友秀，渡逼芳之，蓮見将敏，藤本忠明，藤田

正，青池慣一，沼田健哉

樹 村房担当部分４章人間関係とコミュニケー

ション，ｐ､６０～ｐ,８０

著者青池慎一，小川侍子，小玉敏彦，広瀬

隆雄，福井要，山口一美

慶膳義塾大学出担当部分第９章普及の執筆ｐ・’65～p・
版会１８８および編集

編著者青池槙一，榊博文

著者三井宏隆，南隆男，木島伸彦，萩原

滋，井下理，吉川肇子，李光鏑

慶膳義塾大学出本書は，慶膳義塾大学通信教育課程のテキス

版会卜である「5.新・社会心理学」（非売品）に

新たな執筆者をむかえ，３つの章を追加する

と共に，各章の執筆者による各章における専

門用語解説(glossary)を付け加え，市販用

に刊行したものである。

担当部分第９章の執筆ｐ,165～188，第９

章の専門用語解説の執筆ｐ､273～Ｐ２７４お
よび編集なお，第９章の内容は，「5.新・社

会心理学」におけるものと同一である。

編著者青池慣一，榊博文

著者三井宏隆，南隆男，木島伸彦，萩原

滋，井下理，吉川肇子，李光鏑，李津蛾，小

川浩一，内藤俊史

哲学５０集

三田哲学会

年報社会心理学

８日本社会心

理学会

担当部分共同研究につき本人担当部分抽出

不可能

著者宇野善康，青池慎一

担当部分共同研究につき本人担当部分抽出

不可能

著者宇野善康，青池慎一
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3．消費者行動と新製品共著１９６９年７月

の普及過程

4.革新的アイデアの普共著１９７２年１２月

及に関する諸命題(3)

5．革新的アイデアの普共著１９７３年１０月

及に関する諸命題(4)

6.情報機能とイノベー単著１９７５年９月

ション採用過程

7．医学と教育における単著１９７８年

イノベーションの普及

過程

8．ニュース’情報の普及単著１９７９年９月

プロセス（１）

9．コミュニケーション単著１９８０年４月

論からみた企業イメー

ジの確立

１０．ニュース情報の普単著１９８０年５月

及プロセス(2)

11．ニュース'情報の普単著１９８０年８月

及プロセス(3)

12．ニュース情報の普単著１９８１年３月

及プロセス(4)

13．ニュース情報普及単著１９８１年１２月

におけるニュース・バ

リュー要因

14.革新性（Innova‐単著１９８３年３月

tiveness)概念とその測

定

15．消費者イノベー単著１９８３年６月

ターと オ ピ ニ オ ン ・

リーダーの普遍性に関

する研究

吉田正昭，村田

昭治，井関利明

編

消費者行動の分

析モデル

丸善

哲学６０集

三田哲学会

哲学６１集

三田哲学会

小林太三郎編

広告と環境

実教出版

教育と医学６

月号

慶膳通信

ラジオコマー

シャル４６

文化放送

ダイヤ モンド

ハーバドビジネ

ス４

ダイヤモンド社

ラジオコマー

シャル４７

文化放送

ラジオコマー

シャル４８

文化放送

ラジオコマー

シャル４９

文化放送

哲学７３集

三田哲学会

慶膳義塾大学新

聞研究所年報

２０号

慶雁義塾大学新

聞研究所

昭和５７年度研

究助成集

吉田記念財団

担当部分共同研究につき本人担当部分抽出

不可能

著者宇野善康，青池慎一

担当部分共同研究につき本人担当部分抽出

不可能

著者青池慎一，宇野善康

担当部分共同研究につき本人担当部分抽出

不可能

著者青池』慎一，宇野善康



1２８ 社会学研究科紀要第６３号２００６

16．オピニオン・リー単著１９８３年６月

ダー概念をめぐる諸問

題(1)

17．オピニオン・リー単著１９８３年７月

グー概念をめぐる諸問

題(2)

18．イノベーターおよ申著１９８３年１２月

びオピニオン・リー

ダーのｲﾉべｰｼｮ

ﾝ・カテゴリー間にお

ける重複性一事例研究

19．イノベーション採単著１９８４年８月

用行動の構造

20．イノベイテイブネ単著１９８５年３月

ス(Innovativeness)概

念をめぐる諸問題

21．イノベーションの単著１９８５年

コミュニケーション・

プロセス分析

22.新製品購買行動の単著１９８５年６月

構造と広告

23．オピニオン・リー単著１９８７年３月

ダーの意思決定領域間

オーバーラップ につい

ての一考察

24.コミュニケーショ単著１９８７年６月

ン・ネットワークとイ

ノベーション（新製品）

の採用と普及

25.Innovativeness単著１９８８年３月

StructureofJapanesc

Households:ＡＣａｓｅ

Ｓｔｕｄｙ

26．オピニオン・リー単著１９８８年３月

グーの多形性の検討

27．オピニオン・リー単著１９９０年１２月

グー研究における渚論
占

Ｐ Ｒ環境情報

No.７４

電通ＰＲセン

ター

Ｐ Ｒ環境情報

No.７５

電通ＰＲセン

ター

哲学７７集

三田哲学会

ﾏｰｹﾃｨﾝダ

ジャーナル第４

巻第２号

日本マーケティ

ング協会

社会生活の場面

と人間

慶雁通信

博士学位請求論

文

昭和５９年度助

成研究集

吉田記念財団

慶曜義塾大学新

聞研究所年報

２８号

慶膳義塾大学新

聞研究所

昭和６１年度研

究助成集

吉田記念財団

ＫＥＩＯＣｏｍ‐

ｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ

ＲｅｖｉｅｗＮｏ､９

１ｎｓｔｉｔｕｔｅｆｏｒ

Ｃｏｍｍｕｎｉｃａ‐

tionResearch

日経広告研究所

報ＶＯＬ１１８

日経広告研究所

哲学９１集

三田哲学会
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28.コミュニケーシヨ申著１９９３年９月

ン・ネットワークの構

造一地域社会における

事例研究

29．イノベーション普「'1著１９９９年７月

及研究の展開と課題

30．オピニオン・リー単著２００２年８月

グーの発信行動に関す

る一考察

31．消費者の情報共有申著２００３年１月

過程に関する一考察

32．多機能型イノベー単著２００３年６月

ションにおける使用行

動分析試論

33．予防的イノベーｌと胤著２００５年４月

ションの普及分析試論

34．ニュースの普及過申著２００６年１０月

程についての一考察－

新しいニュース・チャ

ネルの展開と普及に焦

点をおいて

その他の論文等

１．生活標準におよぼす単著１９７３年１０月

広告の影響

2 ．象徴的採用単著 １ ９ ７ ９ 年 ３ 月

(SymbolicAdoption）

概念の再認識

3.イノベーター論叩著１９８４年１１月

4． コーポレート・コ

ミュニケーションのフ

ロー

単著１９８７年１２月

慶膳義塾大学大

学院社会学研究

科紀要３６号

慶膳義塾大学大

学院社会学研究

科

三田社会学第４

号

三田社会学会

日経広告研究所

報２０４号

日経広告研究所

法学研究７６巻

１号

慶膳義塾大学法

学研究会

日経広告研究所

報２０９号

日経広告研究所

日経広告研究所

報２２０号

日経広告研究所

日経広告研究所

報２２９号

日経広告研究所

マーケティング

ニューズ

No.１８１

日本マーケティ

ング協会

マーケティング

ニュ ー ズ

No.２４８

日本マーケティ

ング協会

ＴＡＳＣＮｏ・ｌＯ９

(財)日本たばこ

総合研究セン

ター

コーポレート・

コミュニケー

ション研究会報

告書

日本経済新聞社

1２９
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5．コーポレート。．単著1990年７月さいころじすと

ミューケーションの今No.２３

日的課 題日 本心 理学諸学

会間連絡会

6．イノベーションの．単著１９９１年1１月三色旗第５２４

ミューケーション号

7.普及の研究単著１９９３年日経ＢＰ社

8．メディアを利用して単著１９９３年３月厚生省心身障害

の健康教育の可能性研究

生活環境が子ど

もの健康におよ

ぼす影響に関す

る研究

平成４年度研究

報告書

9.消費者教育読本（幼共著１９９３年３月東京都消費者セ担当部分第８章１.マスコミ情報の氾濫，

児・家庭向）ンター普及課２.幼児に対するマスコミの影響，３.「くちコ

ミ」の重要性，４.ゲートキーパーとしての

保護者の役割ｐ,138～p､１４３

著者宮坂富之助，森上史朗，金森房子，松

田宜子，富田昌志，田中哲郎，塩板美佐，田

川千枝子，平出幸子，門口芳美，寺田かつ

子，川端良子，定行まり子

10．食のイノベーショ単著１９９４年４月

ン普及論

11．入門流通講座イ単著１９９４年７月～

ノ ベー シヨ ンの普及１９９４年９月の

(1)～( 1 5 ） 間 の １ ５ 回

12．ヒューマン・ネッ単著1995年３月

トワークと国際間の情

報流通一来日留学生の

事例研究一

13．視聴者満足度調査単著１９９５年６月
システム

14．番組評価の多次元単著１９９６年１１月

化一視聴率万能からの

脱却-

15．大学入学広報のた単著１９９７年３月
めのコミュニケーショ

ン学

ＡＪＩＣＯＮＥＷＳ

＆ＩＮＦＯＲＭＡ〃

ＴＩＯＮＮｏ､１７３

日経流通新聞

日本経済新聞社

科研費補助金・

重点領域研究

｢情報化社会と

人間」研究成果

報告書

｢国際情報シス

テムの実態」

ＡＵＲＡ

フジテレビ編成

局調査部

三田評論

第９８５号

慶膳義塾

平成８年度大

学入学広報セミ

ナー報告書

大学入試セン

ター
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16.「イノベーション普単著１９９７年４月

及の社会心理学」第１

回「イノベーションの

創造と普及」

17．「イノベーション普単著１９９７年７月

及の社会心理学」第２

回「イノベーション普

及におけるマス・コミ

と口コミ」

18．「イノベーション普単著１９９７年１１月

及の社会心理学」第３

回「イノベーター」

19.「イノベーション普単著１９９８年２月

及の社会心理学」第４

回「普及効果と逆普及

効果」

20．オピニオン・ギビ単著２００１年９月

ング研究のすすめ

学会報告

1．菊栽培，りんどう戒

培の普及過程

2．地域社会における

PCPの普及過程（集団

過程）

3.普及研究の分析枠組

と集団過程

4．普及研究における

Rogerｓモデルと

Ｈ且gerstrandモデル

5．普及の集団過程一神

津島における絹さやエ

ンドウ栽培の普及過程

6．農業生産財と耐久消

費財の普及過程

連名１９６７年

発表

連名１９６８年１１月

発表

連名１９６９年

発表

連名１９７２年１１月

発表

連名１９７３年１０月

発表

単独１９７４年１０月

発表

7．‘情報伝播過程につい単独１９７８年９月

て の一考察発表

8.情報の普及プロセス

についての一考察一

ニュース伝播プロセス

の検討を通じて－

単独１９７９年５月

発表

住友ビジネス

Ｖｏｌ､26,No.１．

(株)日本総研ビ

ジコン

住友ビジネス

ＶＯＬ26,No.２．

(株)日本総研ビ
ジコン

住友ビジネス

Ｖｏｌ,26,No.３．

(株)日本総研ビ

ジコン

住友ビジ ネス

Ｖｏｌ､２６，No.４．

(株)日本総研ビ
ジコン

広研レポート

2001年９月

号，No.１７２

日経広告研究所

第８回日本社連名発表者青池慎一，宇野善康

会心理学会大会

広島大学

第９回日本社連名発表者青池慎一，大森禦二，宇野善康

会心理学会大会

法政大学

第１０回日本社連名発表者青池慎一，宇野善康

会心理学会大会

関西学院大学

第１３回日本社連名発表者青池慎一，宇野善康

会心理学会大会

甲南大学

第１４回日本社連名発表者青池慎一，宇野善康，高木正朗

会心理学会大会

立教大学

第１５回日本社

会心理学会大会

岡山大学

第１９回日本社

会心理学会大会

関西大学

日本広告学会関

東部会
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9.普及研究一イノベー

ターの領域間オーバー

ラップ

１０．Innovativeness

StructureofJapanese

Households-ACase

Study

社会学研究科紀要第６３号２００６

単独１９８３年１０月

発表

単独１９８３年９月

発表

第２４回日本社

会心理学会大会

東海大学

AConference

fortheCom‐

parisonofthe

lnformation

SocietyStudies

andlnforma‐

tionalization

Policiesin

Japan,ｔｈｅ

ＵｎｉｔｅｄＳｔａｔｅｓ

ａｎｄＥｕｒｏｐｅ

ＫＥＩＯ

Ｕｎiversity

学会シンポジウム，研究会議等

1．Conference-Com‐

paringlnformation

Societies:Direction

forResearchに参加

2．日本経済新聞社，日

経広告研究所主催「企

業とコミュニケーショ

ン・シンポジウムーグ

ロバリゼーションと企

業コミュニケーショ

ン－」の基調報告者

3．日本マス・コミュニ

ケーション学会１９９４

年度秋季研究発表会

ワークショップ「ネッ

トワーク社会における

情報と財産権」の指定

討論者

4．日本応用心理学会第

６２回大会「公開シンポ

ジウム阪神大震 災の

教訓と課題」シンポジ

スト

５日本マス・コミュニ

ケーション学会，韓国

言論学会共同主催

｢1995年日韓シンポジ

ウムーGlobalization，

1980年３月

28～４月１日

1989年１０月

1994年１０月

1995年８月

lnternational

Communica‐

tionCenter

SchoolofCom‐

munications，

Universityof

Washington，

Seattle

日本マス・コ

ミュニケーショ

ン学会１９９４

年度秋季研究発

表会

明治学院大学

日本応用心理学

会第６２回大会

共立女子大学

1995年１１月高麗大学

（韓国ソウル市）



Localizationand

Press」に日本側プログ

ラム責任者として出席

6．三田社会学会1998

年度大会シンポジゥム

｢三田におけるマス・コ

ミュニケーション研究

の系譜と展開」のパネ

ラー

7．日本マス・コミュニ

ケーション学会，韓国

言論学会共同主催

｢2000年日韓シンポジ

ウムー韓日大衆文化の

交流と影響」に日本側

役員（プログラム責任

者）として出席

翻訳

ＬＰ.Ｄ､ベネット，

Ｈ,Ｈ・カサージアン著

消費者行動

２.ＥＭ･ロジャーズ著

イノベーション普及学

辞典等（項目の執筆）

ｌ・久保村，田内，村田

編

マーケティングの基礎

知識(2)

２.金森，荒，森口編

経済辞典新版

3.加藤，中里編

心理学基礎用語集

座談会，フォーラム等

１．研究会と卒論指導

社会学研究科定年退職者略年譜・著作等目録 1３３

1998年７月

2000年６月

１７日（土）

共訳１９７９年５月

共監１９９０年５月

訳

1976年６月

1986年９月

1990年４月

1983年６月

三田社会学会

1998年度大会

慶膳義塾大学

漢陽大学

(韓国ソウル市）

ダイヤモンド社担当部分第５章～第８章

訳者井関利明，青池'慎一

産能大学出版部担当部分共同監訳のため本人担当部分抽出

不可能

監訳者青池慎一，宇野善康

有斐閣

有斐閣

八千代出版

慶膳義塾大学報

第１８巻第３号

慶膳義塾

｢商品普及過釈と広告プロモーションの関係

について説明せよ」についての解説

｢コミュニケーションの２段階流れ仮説」

｢コミュニケーション・プロセス」

｢普及理論」

｢オピニオン・リーダー」

｢パ'一ソナル・インフルエンス」

｢イノベーション」

｢群集」

｢マス・コミュニケーション」

｢モップ」

｢流言」

｢流行」

出席者青池慣一，松村高夫，加藤修，田中

俊郎，清水猛，大熊一郎（司会）



1３４

2．特集２０１０年のライ

フスタイルー知的情報

革新のもたらすもの

(司会）

３．大学部開設百年一研

究・教育創造のため

に－

４．文学部開設百年言己念

シンポジウムーとって

もいい気分（司会）

５．２１世紀への経営課

題をどう解決するか

6．独身・結婚・再婚

(司会）

7．ドラマにおける満足

とは～視聴者満足度調

査の結果から～

8.第５回消費生活国際

フ ォ ー ラ ム 資 源保護

社会への架け橋一浪費

から健全消費のくらし

へ－（司会）

9.新聞広告のあり方を

再考する－〔新春座談

会〕社会に活気与える

企業情報の発信を－

１０．第６回消費生活国

際フォーラムいま，

くらしを変えられます

か－持続可能な消費社

会のために－（司会）

11．第７回消費生活国

際フォーラム日本の

物価は高い！？－くら

しの中から内外価格差

を考える－（司会）

12．当世若者気質（司

会）

１３．インフォスケープ

の世界

社会学研究科紀要紀要第６３号２００６

三田評論６月出席者安西祐一郎，熊沢武，高橋潔，青池

号第８９３号慎一（司会）

慶膳義塾

1988年６月

1990年２月

1991年４月

1991年８月

１９９２年３月

1993年２月

1993年３月

1994年１月

1994年３月

1995年３月

１９９５年１０月

１９９６年８月

塾第１６０号

慶膳義塾

三田評論４月号

第９２４号

慶膳義塾

日経広告手帳

経営問題特集

臨時増刊号

日本経済新聞社

三 田評論３月

号第９３４号

慶膳義塾

ＡＵＲＡ第９７

号

フジテレビ

第５回消費生

活国際フォーラ

ム報告書

東京都消費者セ

ンター

広告月報１月号

朝日新聞社

第６回消費生活

国際フォーラム

報告書

東京都消費者セ

ンター

第 ７回消賀生

活国際フォーラ

ム報告書

東京都消費者セ

ンター

三田評論１０月

号

第９７３号

慶磨義塾

三田評論８．９

月号

第９８３号

慶雁義塾

出席者青池慎一，寺尾誠，新田敏，堀田一

善（司会）

出席者提禎三，淀野隆之，石井良，杉田成

道，青池慎一（司会）

出席者野中郁次郎，青池槙一，宮崎清孝，

紺野登，小林貞夫

出席者関沢英彦，渡辺秀樹，荻野アンナ，

青池慎一（司会）

出席者青池慎一，上滝徹也，山、良明，伊

像田康弘（司会）

出席者岡島成行（問題提起者)，弦念丸呈，

ジェニー・スペース，劉李次爾、青池値一

(司会）

出席者青池値一，関沢英彦，脇田直枝，村

山孝喜，柴田鉄治（司会）

出席者西川潤（基調提案)，サフィア・ミ

レン，小漂信夫，グロリア・ジェーン・バイ

ロン，青池槙一（司会）

出席者小山周三（基調提案)，古田範子，

山口貴久男，デボラ・ケーラー，リンダ・

ユーズル，青池慎一（司会）

出席者松田公春，山田良明，山本和郎，青

池恒一（司会）

出席者青池槙一，有津誠，熊坂賢次，金安

岩男（司会）



14．トークイン９７<

るまづくりの新潮流

(パネリスト）

調査報告書（省略）

社会学研究科定年退職者略年譜・著作等目録

1997年９月 くるまづくりの

新潮流報告書

社団法人自動車

工業振興会

出席者泉填也（総合司会)，

(問題提起）青池恒一，泉麻人

１３５

石川真穂照


